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イ ン ドネ シ ア華文微型小説と華文文学の方向性
一

義粟作品の啓示
一

荒 井 茂 夫

は じめに

中国に お ける海外の 華文文学研究が始ま っ て か ら 2 5 年近 い時間が経過して い るが
､
こ の 現

象はす で に文学史に刻まれ ､ 華文文学とい う分野が形成され て い る こ とを示す ｡ 8 0 年代以来

開放政策の もと で ､ 華僑 ･ 華人研究と平行して ､ 海外の 中国語に よる文学が紹介され ､ 研究が

始ま り､ 評論が盛ん に行われるよう に な っ た｡ こ う した歴史的経緯に つ い て はす で に論究した

が ､

(1)
こ の 四半世紀の 間に研究理論の 行き詰まり現象があ らわれ ､ そ れを批判す る理論的試み

が議論されるよう に な っ た｡
(2)

本論文は こう した批判理論をイ ン ドネ シ ア華文微型小説の 分析

に適用し､ イ ン ドネ シ ア 葦文文学を通して華文文学の方向性を検討するもの であ る｡

1 . 研究理論上 の課題 - ｢ 語種的華文文学｣ と ｢ 文化的華文文学｣

中国に おける葦文文学研究が盛んに な っ た の は､ 8 0 年代以降改革開放政策が進行す る過程

で 華僑 ･ 華人研究が復活し､ そ れ と同時に注目されるよう に な っ た から で ある｡ そ れ ま で ､ 限

られた中国文学研究しか で きなか っ た中国の研究者に と っ て は､ 研究 の空間が広がり､ よ く見

ると
､ 同文同種の 華文文学が眼前に広が っ て い た の で ある｡ そ れが驚きと興味を巻き起 こさな

い こ とはなか っ た ｡ な ぜ な ら
一

般的 には華僑 ･ 華人の 存在は､ 文化大革命の動乱の 時代の 中国

で は負の イ メ
ー

ジ で 捉え られ ､
正当に 評価しようとす る政策はなか っ た し

､ 研究者がたとえ海

外華文文学の存在を知り､ 研究した い と考え て も､ 研究予算は付くはず はなか っ た し､ 評価も

されな い わけだから
､ 研究意義を見出す ことも出来ない の で ある｡ と こ ろが ､ 改革開放政策が

進行す る過程で華僑 ･ 華人 に対する評価も変わり
､ 華文文学の 研究意義も認められるよう に な

ると
､
5 0 年代か ら 7 0 年代 の政治優先の 時代に は知る こ とも出来なか っ た同文同種の 文学に接

触した中国の文学者たちが ､ ま ず､ 華人が異境にお い て 営 々 と華語の よる文学を続けて きた こ

と に驚き ､ 華人の 異境に おける発展と奮闘精神を賞賛 し､ 華人 の 苦難 に同情す る こ とば極め て

自然な こと で あ っ たo 且 つ ､ 華人文学を先験的に中国に おける中国文学の 支流と見なす傾向が

圧倒的に なり､ そ こ で ｢元根性｣ ､ ｢ 文化郷愁｣ ､ ｢ ル ー

ツ｣ な どの キ ー

ワ
ー ドの よ る解釈や批評

が漫然と盛行 し始め ､ 当然 の前提の よう にな っ た の で ある｡ こ う した状況が ､ こ れ ま で の 中国

に おける海外華文文学研究を量的な蓄積ばかり で ､ 普遍的な学術理念の 創造を妨げ ､ 閉塞状況

に陥れ て い る と批判される よう にな っ た の で ある｡
(3)
仙東大学の呉突鋳など 4 人 の 学者が ､ 連

名 で書 い た論文 ｢我 n 対半文文学的
一

点思考｣ ( 池永大学 < 半文文学 > 2 0 0 2 . I) で ､ こ れ を

｢ 語種的華文文学｣ と名付 け､ こ の よう な観念に縛られ て い るか ら華文文学研究の 閉塞状況の

突破口 を見出せ な い で い る の だと批判した｡ ｢ 語種的華文文学｣ と い う の は､ 華文文学が道具

と して 使用す る漢語とい う特徴を視点の 中心 に おくため
､ 漢語の 背景に ある文化的民族的 つ な

が りと の 連想を先験的要件と して疑問を抱かな い習慣が ､ 長い 間 に形成され て しま っ た｡ そ の
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た め に世界各地に分散し､ 文化的に も千差万別な華文文学の 内在的本質に つ い て追究しな い ｡

っ ま り､ 言語的な帰属意識を研究者が思索の出発の 前提と して い るた め に ､ 華文文学の漢語に

ょる言語的表象が漢語の 本家で ある中国文学に帰属すると い う感覚が先験的に あると言う の で

ある ｡ そ の 結果､ 理論的追求の方向が華文文学自身に志向する こ ともなく､ 華文文学の本質的

属性を追求しな い と い う､ 或 い は出来な い と い う習慣的研究傾向が蔓延してきた の で ある｡

彼 らは こ の よう に華文文学研究の 現状を批判し､ こ の ｢ 語種的華文文学｣ の種椿を超越する

ため に ｢ 文化的華文文学｣ とい う新し い観念を提起した｡ こ れ は､ ま ず華文文学研究に お い て ､

言語的民族的属性の強調やそ れ に基 づく理論の構築を放棄し､ 華文文学の存在を統
一 さ れた

一

貫 した精神の ある､ 独立自足の文化的現象とし て捉え､ そ の 出現､ 存在､ 発展或い は消滅する

か も知れ な い と い う点も含めて ､ 全て の 根拠は華文文学自身に あるもの と認め ､ 葦文文学を普

遍的な文化連係の 中で捉えなければな らな い と い う の で ある｡

例え ば､ 華文文学発展と中国の文学活動はある種の恒久的因果関係があ っ て ､ 中国の 発展は

海外の華文文学を盛んにす ると い考え方は ､
そ れ は単なる推論に過 ぎず､ そ う した関係は華文

文学の外部状況で あ っ て ､ そ う した思考そ の もの が華文文学の 内在的本質を外在的要素に転化

して しまう 一

種 の ｢ 文化民族主義｣ だとい う の で ある｡ 言 い換えれば ､ も し こ の 因果関係を認

めれ ば､ 実際に は華文文学は中国文化の 付属にな っ て し まうと考える の で ある ｡ ま たもし そう

なれ ば
､ 華文文学に

一

貫 した主体性はなく ｢ 際限の な い量 の集合とな り､ 量 の集合に は魂はな

く､ 外在的条件の起伏に従 っ て 消長し､ 存在の 最大の理由と根拠は中国文化に帰す る こ と に な

るか､ 或 い は中国と西洋文化の 間で切り裂かれ ､
つ い に は創作自体や創作の尊厳も他属とな っ

て
､ 創作者個人の輝きさえ文化衝突の 表象とな っ て しまう｣ の で ある｡ 結局, ｢ 華文文学｣ と

は､ 本来近代以来出現 した自我の表現形式な の で あ っ て ､ こ う した視点こ そ普遍的文化表象と

し て の華文文学の 存在根拠を示す ことが出来るの で ある｡

2 . 問題 の整理

以上 に紹介 した中国にお ける近年の葦文文学研究理論上の 問題を､ 葦文作家の 側から見ると

どの よう に整理 で きるだ ろうか ｡

確 か に 中国の 研究者が華文文学を ｢海外｣ と い う言葉で
一

括 り に す る こと に 不満を表明する

華文作家も少なくな い ｡ 華人作家は華文文学を作家の帰属す るそれぞれ の 国の 文学と見なす の

が普通で あり､ 通常は中華文化という歴史性に 自ら の文化的アイ デ ン テ ィ テ ィ を認め ､ 同時 に

社会的政治的或い は文化的に も自らが帰属す る国に アイ デ ン テ ィ テ ィ を持 つ の で ある ｡ 社会学

者の言う い わ ゆる ｢複合アイ デ ン テ ィ テ ィ｣ で あ る｡ さ ら に重要な ことは ､ そ う した アイデ ン

テ ィ テ ィ は異境で奮闘した華人の先祖の辛苦努力の 時間的蓄積の上に 形成され て い るもの で あ

るから ､ 当然作品に は中国の故郷に対する素朴な愛情や郷愁から中華文化に対す る憧悼まで ､

多様な表現に よ っ て描かれ て い る｡ しか し華文作家は同時に居住国の 国民と して帰属感を持ち､

そ の 国の 言語教育も受け､ 原住民族文化に対して も愛着を持 っ て い る の で ある｡ 従 っ て
一

人 の

作家が 二 つ の 郷愁や文化的帰属感を表現する ことも出来る し､ 華文文学世界全体で見るならば

多様な表現形態がある の で ある｡ そ れ が呉突等の 言う ｢ 本来近代以来出現した自身の体格
･ 姿

を持 っ た海外華人の生存形態と人生形式､ 生活の 体現で あり､ 独自 の個性的に成熟した自我の

表現形式｣ で あると ころ の華文文学なの で ある｡ しか し､
一

方 で は呉突鋳等が批判する中国の

- 38 -



荒井茂夫 イ ン ドネ シ ア 華文微型小説 と華文文学 の 方向性一衰寛作品の 啓示一

研究者の 先験的 ｢文化民族主義｣ 的意識と共感関係に ある華人の素朴な文化民族主義､ 即 ち中

華文化に 対す る愛着､ 憧憶､ 自負などは多くの華人作家が持 っ て い るもの で ､ そ れがまた華文

文学世界の 多様な表現形態の 中に溢れ て い る の で ある ｡

｢ 文化的華文文学｣ 観念の大きな特徴は､ そ れ が華文文学の 自立的な発展をさ ら に促進する

こと に繋が る こ と で ある ｡ 即 ち､ ｢ 文化学｣ と い用語の 使い方が暖味なの だが､ 社会批判や変

革を求めようとする実践的側面を持 つ近年の カ ル チ ュ ラ ル ス タデ ィ - ズ と して 見れ ば､ 華文文

学の ロ ー カ ル文化と して の 独自の個性､ 価値や意義に着目する こ とで あり､ ｢ 独自の体格｣ を

持 っ た ｢ 自我 の表現形式｣ とい う ｢ 文化的華文文学｣ の観念の意義を説明する十分な根拠とな

る｡ しか し そ うならば
､ 筆者も含めて そう した視点を持 っ た研究者は中国の 外で はす で に 多数

存在して い る の で ある｡

しか し こ う した観念を理論化する こと に よ っ て ､ 2 5 年来の 古 い視点を閉塞状況の 原因と し

て 批判し､ そ れ を脱し て研究の活路を求めるため に ､ 中国の研究者の視点を矯正 しようと い う

強い意図が示され て い ると い う点で ､ 意義の ある問題提起なの で ある｡

3 . ｢ 唐山意識｣ と ｢ 語種的華文文学｣

中国の 改革開放以降 2 5 年 に渡る葦文文学研究の理 論的到達点の
一

つ が ､ こ の ｢ 文化的華文

文学｣ と ｢ 語種的華文文学｣ だと言えるが､ それ で は こ の 理論に従 っ て ､ 逆 に現実の作品を考

察す る こ と に よ っ て
､ 作品や作家の傾向を分析すれば､ 何かを読み取る ことが出来るだろう し､

或 い は示唆的な何かを発見をする ことが出来るの で はな い だ ろうか ｡ そ れ に は当然大量の 作品

の 閲読が必要となるが､ こ こ で はイ ン ドネ シ ア華文作家協会会長の 衰寛の 作品を中心 に考察を

試みる ｡

手元 に あるイ ン ドネ シ ア 華文文学の資料は限られ て い るが
､
｢ 砂漠的緑洲｣ (19 9 5 年) と

｢ 印尼短編小説選｣ ( 林万里編､ 1 9 9 7 年) に は合計 91 編 の作品が収められ て い る｡ 総 じて い え

る ことは
､ 濃淡の 度合い は別に し て みなイ ン ドネ シ ア本土意識がベ ー

ス と な っ て い る こ とで あ

る｡ ( 真東平の作品は別に 論じる必要がある の で ､ こ こ で は除く) 例え ば明芳の ｢淡淡的郷愁｣

(｢ 淡 い郷愁｣ ､ ｢ 砂漠的緑洲｣ 所収) は､ ｢ 金 を儲けた ら必ず 一

度唐山に帰るん だ｣ ( 唐山とは中

国の意で ､ 中国の 故郷を指す) と言 いながら ､ 異境 で世を去 っ た作者の父親の 故郷広東梅県松

口に対す る強い 郷愁に対して ､ 作者が徐 々 に共感を抱くよう に なり､ い つ か必ず行こう､ と決

心す る の で ある｡ そ れ を ｢ 淡 い郷愁｣ と い う の で あるが
､ 明芳もそ の友人達と同様に唐山に行

けば
､
ま た そ の郷愁を確かな もの とするはず で ある｡ けれ ども同時に 明芳は ｢我 々 は父母が褐

色の 大地に産み落と し､ そ こ に根を生やし､ そ の自然の 恵み で生育した熱帯の樹木で ある｣ と

して
､
イ ン ドネ シ ア の 大地に 対する帰属感を語 っ て い る の で ある｡ そ の 心情は生まれ育 っ た土

地に 対する極め て自然なもの だ｡ ｢ 校園里的菅英樹｣ (｢ 校庭 の マ ン ゴ の 樹｣) の 中で は少女の懐

旧 の念を通じて ロ マ ン チ ッ ク に イ ン ドネ シ ア の郷土に 対する愛着を表現して い る｡ こ こ か ら当

然唐山に 対す る郷愁と生まれた土地に対す る愛着とい う本土意識の 二 つ の軸を読み取るこ とが

出来るの で ある ｡

今便宜的に 前者を唐山意識､ 後者を本土意識 ( イ ン ドネ シ ア郷土) とし て ､ 衰寛 の作品を見

ると､ や はり同様に こ の 二 つ の 軸を読み取るこ とが出来るの で ある ｡ 衰寛 の 作品は全部で 1 8

宿 ( 内1 編は同内容で実質的に は 1 7 編) 手 に入れる こ とが出来たが､ ( 華文文学作品の入手は
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一

般的 に現地で購入しな い 限り手に入 らな い ｡ イ ン ドネ シ ア の華文作品は特に 困難で あり､ 蓑

寛 の作品は本人に直接頂い た もの で ある｡ 衰寛はイ ン ドネ シ ア葦文作家協会の会長｡ ) 分類す

ると下表の よう に なる｡

( ) 内は 発表年度

唐山意識 本土意識 そ の 他

片片竹葉情 ぐo o) 1 愛他死後的夢墜 (9 7) 従愛情到天空 (
一

o o)

流伝海外的客家習俗 ぐ0 3) 2 我看広告与包装設計 高空驚魂 (
■

0 3)

l l

松江的碧波､ 祖母的点滴ぐo 3)

l

3 山中 一

日

4 伴娘 (9 7)

5 三 個皮箱 (9 9)

6 彩虹島上吃海胆 (
一

o o)

7 達ホ稜的遭遇 ぐo o)

( グ ル ソ ノ の 境遇)

.…悪霊
家園

E-:3;≡
10 上 報

1 1 家之国

12 呈堂証物

(
■

o 3)

ぐ0 3)

ぐ0 3)

｢ 片片竹葉情｣ は､ 家伝 の綜を題材とし て唐山意識を表現す る散文で ある｡ 綜 は餅米で作る

もの で ､ 普通梗米を使う ことはない が､ 作者の祖母が唐山から伝えた の は梗米を使 っ た綜 であ っ

た｡ 近所の 人 に も好まれ ､ 子供 の頃から慣れ親しん だ味覚に は､ 深 い愛情が包まれ て い た｡ 唐

山の家郷で は梗米を使うと言 っ た祖母の言葉を､ い つ の 日 か確かめ に行きた い と願う作者に と っ

て は血脈の郷愁で あると言え よう｡ ま た端午の節句に ま つ わる屈原の故事に言及した後､ ｢ 人 々

は綜の 来歴を思い 出す こ とはな いかも知れな い が､ 龍 の伝統は消滅する こと はな い し､ 屈原の

菟罪もす で に雪がれ て い る｣ と結ん で い る｡ ま た同時に ジ ャ カ ル タ の 華人の 綜は時代の 変遷と

風俗の 同化とともに変化し､ もともと伝えられ て きた味とは大い に違 っ て き て おり
､
作者の 言

う ｢ ニ ョ ニ ヤ 綜｣ ( ニ ョ ニ ヤ は同化したプ ラ ナ カ ン華人の 女性を指す) は竹の 葉を使わな い で ､

イ ン ドネ シ ア に自生す る
一

種の香草を使い ､ 中身 の縮 に も工夫を凝らして 取り分けて 美味で あ

る と言うが､ 言 うま で もなく前者は唐山意識の表象で あり､ 後者は本土意識の表象と言え よう ｡

｢ 流伝海外的客家習俗｣ も散文で ､ 客家人と して の伝統的習俗の 保持に つ い て誇りを持 っ て

語 っ て い る｡ ｢ 松江的碧波､ 祖母的点滴｣ も祖父母に対す る肉親の 情愛か ら出発 し､ 父祖 の家

郷に対す る郷愁に共感 し､ 実際に家郷を訪ね客家の特色ある食品文化や 山歌の酬唱な どの文化

を体験す ると い う､ 唐山と の 血脈の郷愁を表現して い る｡

こ う した唐山意識が､ や はり中国の研究者の ､ 華文文学が道具とし て使用する漢語とい う特

徴を視点の 中心 に おく ｢語種的華文文学｣ に属する観点か らは､ 言語的な帰属意識を研究者が

思索の 出発の前提とな っ て い るため に ､ 先験的に中国文化に属する支流の よう に読み解かれ て

しま っ た｡ そ れ が呉突た ち の批判な の で ある｡ 確 か に 8 0 年代初期の 当初 にお い て は､ 眼前 に

広がる華文文学世界の 広がりを知 っ た中国の研究者に と っ て は､ ｢ 文化郷愁｣ ､ ｢ 尋根｣ な どの

キ ー

ワ
ー ドに よ っ て 華文文学を理解し､ 説明する ことが最も容易な方法で あ っ た と考えられる｡

4
. 本土意識と ｢ 文化的華文文学｣

一

方 ､ 本土意識 として 分類 した 12 の 微型小説及び短編小説に表現され て い る本土意識は､
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共通点はあるが ､ そ の性質や濃度に おい て 違い がある ｡

表中本土意識蘭 2 の ｢ 我看広告与包装設計｣ は､
一

見単純な広告の デザイ ン設計に ま つ わる

話で ある｡ 本土意識の 明確な表象は薄い の だが､ 作者が生活して い るジ ャ カ ル タ の都市景観と

華人の風水に 関する伝統的観念がモ チ
ー

フ と な っ て い るもの で , い わ ば無意識の本土意識と形

容す べ きような ジ ャ カ ル タ市民として の華人の 日常性が描き出され て い る｡ 単 なる華人ジ ャ カ

ル タ市民で は作品の 効果はな いが ､ 風水と い う華人文化を日常性の 中に溶か し込んだが故に作

品を面白く仕立 て ､
日常性と いう無意識の 中に本土意識を感じさせる効果を上 げ て い るの で あ

る｡

4 の ｢ 伴娘｣ も い わば華人市民生活の 日常に よくあるような出来事で あろう｡ 主人公は早く

に 父母を亡くし
､ 苦労 して 弟妹を育て上 げたが ､

そ の ため に婚期を逸した中年華人で ､ 華人伝

統の ｢ 相親｣ ( 見合 い) の 様子が ユ
ー

モ ラ ス に描写され て い る｡ 伴娘とは介添えの女性で ある
､

主人公が最後ま で伴娘の方を見合い の相手で あると思い込むおか しさか ら､ 本人の 探酷な苦悩

が措かれるが ､ 日常性とともに華人性というか ､ 華人 で あるが故の 苦労を推察させる作品で も

ある｡

実 は こ う した日常性の 中に とけ込んだ本土意識の描写はイ ン ドネ シ ア華文作家に共通 して み

られる傾向で ある ｡ 例え ば林万里 は生まれも育ちもバ ン ド ン で ､ 北京師範大学の 中国文学科を

卒業 して い るが
､
ほ とん ど の作品が こ の傾向に属する｡ ｢ 金龍魚｣ と い う微型小説などは

､
読

ん で い て思わず吹き出して しまう ほ ど ユ
ー

モ ア の中に 華人生活の 日常から本土性を感得させ る

作品で ある｡ 龍魚 ( ア ロ ワ ナ) は華人が好ん で飼育する淡水魚で ある｡ 台湾 で も飼育が非常に

流行し､ 改良が重ねられ多くの 品種が作り出され て い る ｡ ｢ 金竜魚｣ ( ゴ
ー ル デ ン ･ ア ロ ワ ナ)

もそ の 一

種 で あるが､ こ れ もまたさら に数種類に分かれ て い る｡ 高価 で幸運を呼ぶ もの と考え

られ て い る｡ 主人公は叔父 に呼ばれ て ､ 新 しく手に入れた高価な金龍魚を見に行き､ 反 日長 々

と説明を聞き､ 夕食 に招待される こと に なる｡ 叔父は料理 上手で 評判の ア マ に 夕食は魚料理を

出す よう命じるが ､
ア マ は金龍魚を料理す るよう命ぜられた と誤解し､ 叔父 の 自慢の金竜魚を

一

品の 料理 に変え て しまう の で ある｡ もちろん ア マ はイ ン ドネ シ ア原住民族で ､ 金竜魚の 価値

や意味など知りもしな い の で あるが､ どん で ん返しで 終わる微型小説の よくある形式で はなく､

読 み進む間に ア マ が料理す る で あろうと言う推測と叔父の心理 と の 格差を面白く想像させ る構

成に な っ て い る ｡

表中本土意識欄の 3 の ｢ 山中
一

日｣ と 6 の ｢ 彩虹島上吃海胆｣ はイ ン ドネ シ ア の 自然と原住

民族の生活に密着 し､ イ ン ドネ シ ア の 自然と人 々 と
一

体化した華人の 姿を読み取る ことが出来

る
､
や は り無意識の 本土意識に属する作品で ある｡ 宋元 の ｢ 漁村 の

一

夜｣ な ども､ 少年時代に

作者が原住民族漁民の 家で
一

夜を過ごした､ 冒険的体験の 詣で あるが
､
こ れ らの 作品から感得

される本土性は､ もはや華人にと っ て の故郷はイ ンドネ シ ア だと い う ことな の で ある｡

こ の よう な作品が､ 言語的な帰属意識を思索の前提とす る研究者に よ っ て 中国文学の支流で

ある と見なされ るとす れば ､
それ はやはり呉突たちが言うよう に

､
｢ そ う した思考その もの が

華文文学の 内在的本質を外在的要素に転化して しまう
一

種の 文化民族主義だ｣ と い う批判は間

違 っ て い ると は言え な い ｡ そ れ は衰寛の そ の他の 作品を読み解 けばより明らか に なる｡

｢ 三個皮箱｣ ｢ 達ホ稜的遭遇｣ (｢ グル ソ ノ の境遇｣) ｢ 重建家園｣ ｢ 家之国｣ な どの作品は､ み

な 1 99 8 年 5 月の 暴動の影響を題材と した小説で ある｡ ｢ 三個皮箱｣ は､ 暴動 に よ っ て家財を全

て 失 っ た家族の娘が ､ ス
ー パ ー の ビ ニ ー ル 袋を鞄代わり に し､ 草履履きの 姿で留学の為に 出発
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す る飛行場で ､ 父母と悲壮な別れををする場面で始まり､ 外国で 苦労をして 学ぶ 傍ら ア
ル バ イ

トをし
､
1 年後 に は兄弟の 分ま で鞄を買 っ て 帰国すると い う ス ト

ー リ ー に 託 して ､ 悲惨な境遇

に 負ける こ となく､ 希望を失わなけれ ば必ず孝明を迎え ると言 っ て 読者を勇気づ ける｡ ｢ 重建

家園｣ も暴動で家財の全て を失 っ た母親が主人公だ｡ 家を焼かれ奪い 尽くされた打撃に精神が

崩壊しそ うな母親が､ 善意の 助けを得て ､ 立 ち直り ､
人情 の ある限り希望を失わず ､ 人 々 は互

い に助け合わなければな らな い 事を深く体認し､ マ ル ク や ア ン ボ ン で も暴動が起こ っ て い て 自

分と同じような悲惨な境遇に 陥 っ た人 々 が数多くい る ことを想起し､ 政治 の安定が 国民の幸福

と発展の根本で ある ことを訴える｡ もちろん作者は暴動の 惨劇とこれ ら主人公に託し て ､ 国民

と して 国家社会の安泰を願 っ て い る の だが､ こ れ ま で 歴史的に何度も発生して い る排華暴動の

一

方的な被害者で ある華人は､ 互 い に助け合う こ と に よ っ て 自ら立 ち直る以外に な い ､ ま た そ

の 希望を失うな ､ と訴え て い る の で ある｡ こ れ らの 作品は華人の 目を通 した 内容で あ るが ､

｢ グ ル ソ ノ の 境遇｣ はイ ン ドネ シ ア原住民族の 貧し い建築労働者の 目を通 して ､
こ の華人を標

的と した暴動が ､ 実は国民的悲劇で ある ことを訴え ､ 同時 に圧倒的に貧し い原住民族の下層の

人々 の生活を描く こ と に よ っ て 華人も原住民族も国民として の運命を共有 して い る ことを表象

して い る ｡

仕事 に あぶれ毎日妻に罵られ て い るグ ル ソ ノ は､ あ る 日や っ と見 つ けた暴動跡の 再建現場で

異様なに 臭気に気づ き､ 壁をよじ登 っ て 隣の焼け跡を覗くと､ 恐 ろ しく焼 けただれ腐敗した幾

っ か の 死体が眼 に飛び込ん で きたの で ある｡ 驚 い て壁か ら落ちたグ ル ソ ノ はそ れ以来働く意欲

が萎えて しま っ た の で ある｡ 家 で ぶ らぶ ら して い た彼はネズミを日の敵 に して い たが ､ 命 ある

もの の 尊さ に ､ ふ と気 づ き､ 口汚く罵る妻の手からネズ ミ獲りを取り上げ､ 再生の 計画を耳打

ちすると妻の 目は輝き､ グ ル ソ ノ も将来の 光明に働く意欲を取り戻す､ と言う エ ン デ ィ ン グだ｡

当然グ ル ソ ノ は自分が見た死体は華人の もの で ､ 加害者はイ ン ドネ シ ア原住民族で ある こ とも

知 っ て い る の で ある｡

と こ ろ で ､ こ う した作品はまさ しく呉葵椅等の 言う ､ ｢ 自身 の姿を持 っ た海外華人の 生存形

態と人生形式､ 生活の 体現で あり､ 独自の 個性的に成熟した自我の 表現形式｣ 以外の何者で も

な い の で ある ｡ 衰寛の こ れら の作品が第
一

に 示唆して い る こ とは ､ イ ン ドネ シ ア華人の華文文

学はイ ン ドネシ ア固有の文学以外の 何者で もな い と い う根本的な属性の 問題で あろう｡

｢ 上報｣ とい作品も貧しいイ ン ドネシ ア原住民族農民の半生の話で ある｡ 貧 しい農婦フ ァ テ ィ

マ は ､ 子供の 頃 に親 に死 に別れ ､ 何度か結婚に失敗し､ 老 い て た っ た
一

人 だけ育て る ことが出

来た娘さえ ､ 出稼ぎ に行 っ た中東の某国でメイ ドと して 働い て い たが虐待され､ 同 じような境

遇の イ ンドネシ ア人少女たちとともに送還され て 帰国したもの の ､ フ ァ テ ィ マ の 娘だけが ジ ャ

カ ル タ の 病院で死ん で しまう､ そ れを知らな い フ ァ テ ィ マ は娘 の帰りを待 っ て
､ 稲穂の 実 っ た

農村の 藁葺きの小屋の前で ､ ひたす らよ い知らせを待 っ て い る､ と言う場面で 終わる ｡ そ の 他

の 作品の よう に希望の光明は描かれな い ､ 徹底した悲劇で あるが､ 何故そうな の で あ ろうか ｡

作品は読者の 自由な思考と想像に 委ね られ ると､ 意味的空間も自由に 広が るもの で ある ｡

｢ 上報｣ は 2 00 3 年 1 2 月 に書かれた微型小説で ある ｡ 同年 1 月 に は ｢ 呈堂証物｣ と言う読者の

想像をか きた て る極め て 比喰的な作品を書い て い る｡ こ の 作品は､ 裁判が モ チ
ー フ で あ る｡ 被

告は妖術で人間の鮮を断ち切り､ 人 々 の社会的関係を分断し､ 社会 の 発展を妨げた罪で訴えら

れた ｡ 原告はさら に ､ 被告は人心を惑わ し､ 人 々 を歓喜させ たり怒らせたり､ 外国と内通して

祖国を裏切る大間諜で ､ 麻薬ブ ロ
- カ ー

の 手先 で ､ ｢ 古今中外天下の 大罪人｣ だ と告発す る｡

- 4 2 -



荒井茂夫 イ ン ドネ シ ア 華文微型小説 と華文文学の 方向性一衰寛作品の 啓示…

そ の物証と して ､ 被告の 名前だ けが書い て ある ビ ラ を示 し､ 何 よりの 証拠だと言い ､ 証人は い

る の かと問われ ると､ ｢ 私 で す､ 私 こ そ古今中外天下第
一

の 正義 の士 で ､ 何もお そ れな い ､ 許

せ な い こ と に は敢然と立 ち向かう｡ 誰 に も嫌われる奴は再起で きな い ほ ど打ち倒さ なけれ ばな

らな い ! ｣ と叫ん で終わ る の だが ､ しか し
一

体原告は誰な の か ､ 証拠 の ビ ラ の 比喰は何か ､

｢ 古今中外天下の大罪人｣ は誰なの か ､ 自由な想像に 任され て い る｡

も し こ の 作品を境に ､ 希望の光明で ス ト
ー リ ー を結ぶ ことを止めたと したな らば､ こ の 作品

の 中で ､ 妖術を使う ｢古今中外天下の大罪人｣ や､ 妖術をかけられた人 々 が互 い に たたき合 っ

て親然 として い る有様な どが暗唆す るもの は､ 暴動の 情景と引い て は政治の腐敗に他ならな い

で あろう｡

終わ りに

衰寛の本土意識に 分類される微型小説は
､
つ まる と こ ろ

､
生命や人間の尊厳とい う普遍的な

価値を､ イ ン ドネ シ ア 的状況を通して 発信す る こと に よ っ て ､ 政治的な民族抑圧を批判し､ 国

民とし て平等の存在で ある ことを訴え て い る の で ある ｡ こ の よう に読み解く ことが出来るが､

結局衰寛の 作品は､ ｢ 独自の 個性的に 成熟した自我の 表現形式｣ で あり､ 引い て はイ ン ドネ シ

ア の 華文文学は ､ ｢ 独立 自足の 文化現象｣ として ､ 普遍的なイ ン ドネ シ ア の文化連係の 中で捉

えな けれ ばならな い と い う ことな の で ある｡ ま た ､
イ ン ドネ シ ア の 個別の 文化事象を切り口 に

社会批判を行い ､ 変革を求めようとす る実践的な表現の始まりを予感させ る文化現象の
一

つ で

あ る｡ そ の 意味で は
､ 華人 の伝統の復活と同様に捉える ことが出来る ｡ 即 ち､ 開放政策後許容

される よう にな っ た獅子舞や ドラ ゴ ン ダ ン ス の 復活な ど華人の伝統文化と同列の 文化現象なの

で ある｡ ま た同時に イ ン ドネ シ ア華文文学の ､ 本土意識の方向性を示して い るの で ある｡
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